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 （図 3）に 2017 年 6 月から 2018 年 1 月中旬までに，本学メールシステムに届
いた受信メールの解析結果を示す．届いたメールの 44.45％は SPAM かウイルスメ
ールであると判定されている．前回， SPAM フィルタ装置を更新した 2012 年 5 月





























れた社会、自由な社会を守るためのものです。」 [2]．  
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 高速液体クロマトグラフィー（HPLC）を用いて行った。糠500 mgと水500 μLを混合しボルテックスにより撹
拌後、遠心して上澄みを回収した。この上澄みをフィルターろ過し、HPLCのサンプルとした。測定においては、カ
ラムとしてZORBAX SB-Aq（4. 6×150 mm, 5-Micro；Agilent）、移動相としてリン酸バッファー（pH 2）（H3PO4：
0.75 ml, KH2PO4：1.18 g, アセトニトリル：10 mL/L）を用いたHPLC system（1100 series；Agilent）を、Newton
































































































図2. 16S rRNA遺伝子断片のPCR産物のアガロースゲル電気泳動。M;マーカ ,ー PC; ポジティブコントロー
ル（シュワネラ菌のDNAを添加）, NC; ネガティブコントロール（DNA非添加）, ①～⑩;「2.5. 微生物菌
叢の解析」に示したサンプル由来のDNAを用いたもの。 
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である(1)。このことは、糖質のみでは乳酸菌を十分に増やせないことを示している。例えば、ハチミツ中のカリ
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図 4. 本研究により検出された主要な Pediococcus 属細菌の分子系統的位置。Lactobacillus brevis を out 
groupに用いた。KALC4R003で始まる番号が本研究で決定した配列を示す。（）の中の番号は、NCBIデータベ
ースにおけるaccession numberである。ノードの番号はBootstrap値（100回解析）である。 
